
岡山済生会総合病院を受診の皆様へ 

Rapid Response Systemに関する多施設合同レジストリ研究について 

 

(1) 研究の目的 

当院では、入院中に容態が急変した患者さんのデータを利用して、上記の研究に協力することにし

ました。この研究は聖マリアンナ医科大学病院が中心となって行うものです。Rapid Response System

とは、入院患者さんの状態が通常と異なる場合に、現場の看護師等が定められた基準に基づき、専

門チームに連絡し早期に介入・治療を行うことで、致死性の高い急変に至ることを防ぐシステムで

す。この研究は、入院中の患者様が急変した際に予期せぬ死亡につながるような臨床兆候について

明らかにすることを目的とし、皆様の今後の治療にも役立つことができると考えています。 

 

(2) 研究対象について 

2017年 12月 14日(予定)～2023年 7月 31日に、岡山済生会総合病院に入院され、Rapid Response 

Systemを起動した方のデータを使用いたします。使用するデータは以下の通りです。 

年齢、性別、身長、体重、先天性心疾患、入院日、入院主病名、入院主担当科、入退院時脳機能カテゴリー、イベント

前の情報(酸素投与、ICUへの入室、鎮静・全身麻酔、手術)、RRS起動から 4 時間後までのバイタルサイン、意識状態、

介入行為、心停止、1 ヶ月後までの転帰、コードステータス 

 

(3) プライバシーの保護について 

上記のデータをインターネット上の専用のページを用いて提供します。ただし、匿名化を図ります

ので、個人を特定できるような情報が外に漏れることは一切ありません。 

 

(4) 研究結果の公表について 

研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。その場合も、個人を特定できる情報は

一切含まれませんのでご安心下さい 

 

(5) 研究組織 

研究代表施設：聖マリアンナ医科大学病院 救命救急センター 

試験責任医師：教授 藤谷 茂樹 

当院責任医師：岡山済生会総合病院 救急科 野崎哲 

 

※この研究の対象になられる方で、「ご自身のデータを除外してほしい」 と望まれる方は、 

2023年 7月 31日までに、 下記問い合わせ先、 または窓口までご連絡下さい。 

 

問い合わせ先 

岡山済生会総合病院救急センター 

住所：700-8511岡山市北区国体町 2-2 5 電話: 086-252-2211 (代表) 

担当医師：野崎哲 


